


　

Ｊ
Ｒ
可
部
線
を
利
用
し
て

通
学
す
る
生
徒
が
多
か
っ
た

１
９
９
２
年
ご
ろ
、
地
域
の

方
か
ら
「
一
部
の
生
徒
が
加

計
駅
前
の
ト
イ
レ
を
汚
し
て

い
る
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
生

徒
会
執
行
部
が
呼
び
か
け
、

加
計
駅
前
の
ト
イ
レ
や
周
辺

道
路
な
ど
の
清
掃
活
動
を
実

施
。
１
９
９
９
年
８
月
10
日

に
「
広
島
県
ア
ダ
プ
ト
制
度
」

の
前
身
で
あ
る
「
広
島
県
道

路
里
親
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト

　

千
代
田
高
校
は
、
山
県
郡

北
広
島
町
に
あ
る
全
校
生
徒

１
７
２
名
の
小
規
模
校
で
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
強
い

高
校
で
す
。
年
間
を
通
じ
て

行
っ
て
い
る
の
が
、
国
道

２
６
１
号
線
の
清
掃
と
草
抜

き
で
す
。
活
動
範
囲
は
千
代

田
高
校
の
入
り
口
ま
で
の
約

１
２
０
０
ｍ
。
広
島
県
ア
ダ

プ
ト
活
動
の
認
定
を
受
け
て
、

３
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の

区
域
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と

で
、
多
く
の
人
に
「
住
み
続

す
る
と
、
加
計
高
校
は
最
初
の

モ
デ
ル
団
体
と
し
て
、
広
島

県
か
ら
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

現
在
、
加
計
高
校
生
徒
会

は
、
毎
月
第
３
木
曜
日
の
放

課
後
に
通
学
路
、
旧
加
計
駅

駐
車
場
、
公
園
な
ど
を
清
掃

し
て
い
ま
す
。
全
校
生
徒
の

約
半
数
が
積
極
的
に
参
加
す

る
ほ
か
、
山
県
警
察
署
や
加

計
小
学
校
、
地
域
の
方
に
も

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。ま
た「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

も
行
っ
て
い
ま
す
。

け
た
い
」「
ま
た
来
た
い
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
町
づ
く
り

に
貢
献
し
、
高
校
生
が
活
動

す
る
姿
を
通
し
て
活
気
あ
る

街
づ
く
り
へ
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の

祭
り
に
参
加
し
た
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

活
躍
す
る
生
徒
も
多
く
、
ア

ダ
プ
ト
活
動
を
通
し
て
「
通

っ
て
い
る
学
校
の
あ
る
地
域

が
好
き
」「
将
来
こ
の
地
域
に

貢
献
し
た
い
」
と
い
う
意
識

が
根
付
い
て
い
ま
す
。

広島県立加計高等学校広島県立加計高等学校広島県立千代田高等学校広島県立千代田高等学校

地
域
と
と
も
に
成
長
し
て
い
る
で
賞

地
域
と
と
も
に
成
長
し
て
い
る
で
賞

町
に
元
気
を
届
け
て
い
る
で
賞

町
に
元
気
を
届
け
て
い
る
で
賞

　

江
田
島
中
学
校
は
、
生
徒

数
１
３
６
名
の
小
規
模
校
で

す
。
生
徒
会
で
は
特
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
ユ
ニ
セ
フ
募
金

や
ス
マ
イ
ル
ア
フ
リ
カ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ア
ダ
プ
ト
活
動
と
し
て

は
、
プ
ラ
ン
タ
ー
や
花
壇
の

花
の
植
え
替
え
、
学
校
周
辺

の
清
掃
や
草
抜
き
、
長
浜
海

岸
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
夏
休
み
期
間
に
は
、

江
田
島
中
学
校
区
内
の
二
つ

　

永
田
川
カ
エ
ル
倶
楽
部
は
、

２
０
０
３
年
８
月
に
永
田
川
の

清
掃
活
動
か
ら
開
始
し
ま
し

た
。現
在
の
会
員
数
は
、子
ど
も

15
人
と
大
人
11
人
で
す
。活
動

場
所
は
、永
田
川
、国
道
４
８
７

号
、市
道
鹿
川
20
号
線
、市
道

鹿
川
～
岡
大
王
線
、永
田
川

河
口
干
潟
、真
道
山
林
道
、野

登
呂
山
林
道
、鎌
木
海
岸
の
計

８
カ
所
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

永
田
川
流
域
は
、コ
ン
パ
ク

ト
で
多
様
な
活
動
が
で
き
る

の
が
特
徴
で
す
。

の
小
学
校
と
連
携
し
、
地
域

清
掃
活
動
も
行
い
ま
す
。
中

学
生
は
自
分
の
出
身
小
学
校

の
校
区
を
清
掃
し
ま
し
た
。

小
学
生
と
中
学
生
が
協
力
し

て
活
動
す
る
こ
と
で
活
動
人

数
も
増
え
、
よ
り
広
い
範
囲

を
隅
々
ま
で
き
れ
い
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
は

清
掃
す
る
範
囲
を
広
げ
、
少

し
で
も
地
域
を
き
れ
い
に
し
、

島
全
体
が
手
を
取
り
合
っ
て

活
動
す
る
架
け
橋
を
築
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
４
月
か
ら
森
・

川
・
里
・
海
で
活
動
を
展
開
。

年
間
、ア
ダ
プ
ト
活
動
回
数
は

40
回
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

毎
月
の
清
掃
活
動
に
加

え
、永
田
川
と
国
道
４
８
７
号

の
草
刈
り
の
他
、花
壇
や
緑

地
帯
の
整
備
も
実
施
し
て
い

ま
す
。永
田
川
で
は
、水
生
生

物
調
査
、水
質
調
査
、ホ
タ
ル

観
察
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。今

後
の
目
標
は
、２
０
３
０
年
ま

で
に
、７
０
０
回
活
動
す
る
こ

と
で
す
。

江田島市立江田島中学校江田島市立江田島中学校永永
え い

田田
だ

川川
が わ

カエル倶楽部カエル倶楽部

故
郷
を
愛
す
る
「
心
」
が
い
っ
ぱ
い
で
賞

故
郷
を
愛
す
る
「
心
」
が
い
っ
ぱ
い
で
賞

森
も
里
も
川
も
海
も
輝
い
て
い
る
で
賞

森
も
里
も
川
も
海
も
輝
い
て
い
る
で
賞
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中
条
小
学
校
で
は
「
中
条

環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
、
三
つ
の
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
「
一

斉
清
掃
下
校
」
で
す
。
一
斉

下
校
や
遠
足
の
時
な
ど
に
、

ご
み
拾
い
を
し
な
が
ら
地
域

を
清
掃
し
ま
す
。
二
つ
目
は

「
堂ど

う
ど
う
が
わ

々
川
の
水
質
調
査
」で
す
。

地
域
を
流
れ
る
堂
々
川
の
水

質
調
査
を
行
い
、
生
き
物
を

採
集
し
て
川
の
汚
れ
具
合
を

調
べ
て
い
ま
す
。
三
つ
目
は

「
ポ
ス
タ
ー
や
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー

　

半
尾
川
は
、
酒
蔵
通
り
と

交
わ
る
唯
一
の
川
で
す
。
し

か
し
川
に
降
り
ら
れ
る
場
所

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
名
前
を

知
る
人
も
少
な
い
状
態
。
そ

こ
で
２
０
１
６
年
９
月
、
半

尾
川
を
使
っ
て
官
学
民
協
働

で
街
を
活
性
化
す
る
、
半
尾

川
再
生
ま
ち
づ
く
り
倶
楽
部

を
結
成
し
ま
し
た
。
広
島
大

学
の
教
員
や
学
生
、
市
民
や

建
築
士
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
多

彩
な
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

ド
作
り
」
で
す
。
環
境
標
語

や
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
て
地
域

の
方
と
一
緒
に
設
置
し
た
り
、

学
校
の
周
辺
に
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
を
作
っ
た
り
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し

て
、
環
境
を
守
る
こ
と
の
大

切
さ
や
素
晴
ら
し
さ
に
気
付

き
ま
し
た
。
今
後
も
、「
ご
み

ひ
ろ
い　

誰
か
じ
ゃ
な
く
て

ぼ
く
が
す
る　

私
が
す
る
」

を
合
い
言
葉
に
、
環
境
学
習

や
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

同
年
11
月
に
は
半
尾
川
沿

い
の
草
を
刈
り
、
川
沿
い
に

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
球
根
を
植
え

ま
し
た
。
12
月
23
日
に
は
、

広
島
大
学
環
境
サ
ー
ク
ル

「
え
こ
・
ぺ
ー
じ
」
と
共
同

で
、
サ
ン
タ
の
恰
好
を
し
て

街
を
清
掃
す
る
「
サ
ン
タ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
後
も
官
学
民
一
体
と

な
っ
て
半
尾
川
の
河
川
環
境

を
改
善
し
、
環
境
都
市
に
対

す
る
意
識
高
揚
を
図
る
た
め
、

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

福山市立中条小学校福山市立中条小学校半半
は ん の を が わ

尾尾川川再生まちづくり倶楽部再生まちづくり倶楽部

環
境
リ
ー
ダ
ー
が
次
々
、
育
っ
て
い
る
で
賞

環
境
リ
ー
ダ
ー
が
次
々
、
育
っ
て
い
る
で
賞

官
・
学
・
民
で
賑
わ
い
を
生
ん
で
い
る
で
賞

官
・
学
・
民
で
賑
わ
い
を
生
ん
で
い
る
で
賞

　

１
９
８
６
年
、
志
和
堀
小

学
校
の
４
～
６
年
生
12
人
が

学
校
で
サ
ル
ビ
ア
を
育
て
、

県
道
沿
い
の
約
１
０
０
ｍ
の

区
間
に
88
個
の
鉢
植
え
を
置

き
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
サ
ル
ビ
ア
は
志
和
堀
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
り
、
地
域
全

体
に
サ
ル
ビ
ア
栽
培
の
輪
が

広
が
り
ま
し
た
。
現
在
で
は

児
童
・
保
護
者
・
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
地
域
の
方
が
土
作

り
を
行
い
、
小
学
生
が
種
を

ま
き
ま
す
。
サ
ル
ビ
ア
の
株

分
け
や
移
植
は
、
子
ど
も
た

ち
と
地
域
の
人
が
協
力
し
て

行
い
ま
す
。
大
き
く
育
っ
た

サ
ル
ビ
ア
は
、
地
域
の
男
性

や
お
父
さ
ん
た
ち
が
手
際
良

く
街
道
沿
い
に
並
べ
て
い
き

ま
す
。
真
っ
赤
に
咲
き
誇
っ

た
サ
ル
ビ
ア
は
、
志
和
堀
の

夏
の
風
物
詩
と
し
て
愛
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
通

し
て
、
受
け
継
が
れ
て
い
く

命
の
尊
さ
と
、
地
域
の
誇
り

を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

東広島市立志和堀小学校東広島市立志和堀小学校

サ
ル
ビ
ア
で
連
携
を
深
め
て
い
る
で
賞

サ
ル
ビ
ア
で
連
携
を
深
め
て
い
る
で
賞

　

造
賀
を
愛
す
る
会
は
、「
ふ

る
さ
と
造
賀
」
を
愛
す
る
仲

間
の
会
で
す
。
地
域
の
子
ど

も
た
ち
を
中
心
に
据
え
、
楽

し
く
元
気
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
活
動
内
容
と
し
て
は
、

国
道
３
７
５
号
美
化
活
動
・

す
み
よ
し
公
園
美
化
清
掃
・

造
賀
川
水
辺
教
室
・
恋
文
字

の
森
の
緑
化
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
６
月
に
は
き
れ
い

な
通
学
路
を
維
持
す
る
「
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、

７
月
に
は
き
れ
い
な
造
賀
川

を
守
る
「
親
子
水
辺
教
室
」、

12
月
に
は
恋
文
字
の
森
で

「
里
山
体
験
」
を
行
い
ま
す
。

里
山
体
験
で
は
、
み
ん
な
で

ゴ
ミ
を
拾
っ
た
後
、
ど
ん
ぐ

り
遊
び
や
冬
山
登
山
を
楽
し

み
ま
す
。

　

造
賀
の
宝
物
は
「
ゴ
ミ
の

な
い
花
い
っ
ぱ
い
の
街
」「
清

き
流
れ
の
造
賀
川
」「
緑
豊

か
な
山
々
」「
地
域
の
人
た

ち
・
地
域
の
絆
」
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、「
ふ
る
さ
と
造

賀
」
の
宝
物
を
守
り
ま
す
。

造造
ぞ う

賀賀
か

を愛する会を愛する会

子
ど
も
た
ち
の
企
画
が
光
っ
て
い
る
で
賞

子
ど
も
た
ち
の
企
画
が
光
っ
て
い
る
で
賞
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食
品
容
器
環
境
美
化

協
会
︵
食
環
協
︶は
、ポ
イ

捨
て
防
止
、散
乱
防
止
の

啓
発
を
し
て
い
る
公
益
社
団
法
人
で

す
。
飲
料
メ
ー
カ
ー
６
団
体
︵
コ
カ
・

コ
ー
ラ
協
会
、︵
一
社
︶全
国
清
涼
飲
料

連
合
会
、︵
一
社
︶全
国
ト
マ
ト
工
業
会
、

︵
一
社
︶日
本
果
汁
協
会
、日
本
コ
ー
ヒ

ー
飲
料
協
会
、ビ
ー
ル
酒
造
組
合
︶で

構
成
さ
れ
て
お
り
、主
要
事
業
と
し
て

ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普
及
推
進

や
環
境
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
学
習
支
援
の
一
環
と
し
て
、

【活動紹介】
　通学路にある地域の憩いの場「春日池公園」
の清掃活動に、住民、青少年育成協議会など
と連携して取り組んでいます。単に散乱ごみ
を回収するだけではなく、ごみを分析するこ
とで地域環境に主体的に働きかける実践力を
養っています。また、福山市の環境事業「ふ
くやまエコトライアスロン」とリンクしなが
ら、児童が校内で宣伝と運営、空き缶などの
回収にも励んでいます。さらに、近隣エリア
の小・中学校に取り組みを発信し、地域に輪
を広げています。地元の文化祭では、ポスタ
ーなどを作成し、ごみの分別、リサイクルの
大切さを呼びかけるなど、地域の一員として
積極的に啓発活動を展開。いずれも学年に応
じたテーマで総合的な学習や各教科を連動さ
せながら、学校を核にした地域、企業、行政
と協働の視点で環境教育に取り組み、社会に
貢献する力を養っています。

２
０
０
０
年
よ
り
環
境
美
化
教
育
優

良
校
等
表
彰
を
実
施
し
、
環
境
美
化

教
育
に
独
創
的
、
継
続
的
に
取
り
組

み
、
公
共
の
場
所
の
美
化
、
飲
料
空

き
容
器
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
践

し
て
い
る
小
中
学
校
な
ど
を
、
都
道

府
県
の
推
薦
に
基
づ
き
表
彰
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
37
の
都
道
府
県
か
ら
37

校
の
推
薦
が
あ
り
、
審
査
委
員
に
よ

る
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
広
島
県
か

ら
は
左
記
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
福

山
市
立
春
日
小
学
校
が
最
優
秀
校
・

文
部
科
学
大
臣
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

福
山
市
立
春
日
小
学
校
が

最
優
秀
校
・
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江田島市からのお知らせ

江田島市土木建築部
建設課管理用地係
（TEL  0823-43-1646）

広島県道路河川管理課
（TEL  082-513-3903）

安芸太田町建設課
（TEL  0826-28-1963）

最
優
秀
校
・
文
部
科
学
大
臣
賞
を
授
賞
し

た
、福
山
市
立
春
日
小
学
校
の
み
な
さ
ん

安芸太田町からのお知らせ 広島県からのお知らせ

江田島市では、現在子どもから大人
まで市内各地の 43 団体の方々が、清
掃や草刈等の活動を行っています。
これからも、より多くの皆さんの参
加をお待ちしております。

安芸太田町では現在、8 団体・約 100
名の方々が安芸太田町アダプト制度に
登録し、道路の清掃・草刈などの活動
を行っています。これからも、より多く
の皆さんの参加をお待ちしております。

アダプト活動中に道路の異常及び損
傷を発見された場合は、管轄の事務
所（支所）に通報いただきますよう
お願いいたします。

▶江田島市アダプト制度とは？
江田島市が管理している道路などで、
学校や企業、地域の皆さんに清掃や
緑化等の活動を行っていただき、江
田島市がそれを支援する制度

▶団体登録の要件は？
〇地域住民や地域の企業などにより、

5 名以上で構成されていること
〇100 ｍ以上の区間で、年 3 回以上

実施される活動であること
〇活動が営利目的で行われるもので

ないこと など

▶どんな支援を受けられる？
〇アダプト活動に係る関係保険の加入
〇アダプト活動に対する奨励金の交付
〇アダプトサイン（表示板）の設置

▶安芸太田町アダプト制度とは？
安芸太田町が管理している道路など
をきれいにしている学校・企業・地
域の皆さんを、安芸太田町が支援す
る制度

▶団体登録の要件は？
〇地域住民や地域の企業などで構成

される団体であること
〇町が管理する町道 100m 以上の

区間で年 3 回以上活動すること
〇活動が営利目的で行われるもので

ないこと など

▶どんな支援を受けられる？
〇アダプト活動に係る関係保険の加入
〇アダプト活動に対する奨励金の交付
〇アダプトサイン（表示板）の設置

アダプト活動 団体募集！ アダプト活動 団体募集！ 道路の異常・損傷などに関する
通報のご協力をお願いします

お問
合せ

お問
合せ

お問
合せ

区　域 管轄事務所 連絡先

安芸高田市・江田島市
・府中町・海田町・坂町・熊野町

呉市

大竹市・廿日市市

安芸太田町・北広島町

竹原市・東広島市
・大崎上島町

福山市・府中市
・神石高原町
三原市・尾道市

・世羅町

三次市

庄原市

西部建設事務所

西部建設事務所
呉支所

西部建設事務所
廿日市支所

西部建設事務所
安芸太田支所

西部建設事務所
東広島支所

東部建設事務所

東部建設事務所
三原支所

北部建設事務所

北部建設事務所
庄原支所

082-250-8150
082-250-8157

0823-22-5400

0829-32-1145

0826-22-0545

082-422-6911

084-921-1311

0848-64-4263

0824-63-5204

0824-72-2015


